
津波伝承施設における立体地形解析図導入事業
【活用状況】 【事業の効果】

■2019年3月の「いのちをつなぐ未来館」開設以来、こ
れまでの来館者数は約7万5千人に上っており、想定
を上回る大勢の方々にご利用をいただいている。
■立体地形解析図の活用を通して、来館者の防災意
識の向上及び普及啓発の推進が図られている。
～利用者の声～
・三陸沿岸の複雑な地形を確認することで、津波や土砂災
害等の危険性を意識し生活する必要性があることをあらため
て認識した。
・鵜住居小学校・釜石東
中学校の児童・生徒が
命を守るためにたどった
避難経路を知り、日頃
の避難訓練がいかに重
要であるかを認識した。
避難訓練の際には、
自分だけでなく地域の
住民も誘って参加する
ことにしたい。 →大人だけでなく子どもも興味を持ち

利用をしている

【活用状況の写真】

事業の成果品として次の2点の立体地形解析図を制作。
①釜石市沿岸全域（1：25,000）
②鵜住居地区中心市街地（1：2,500）
同図のパネルを作成し、津波伝承施設「いのちをつなぐ未来
館」内に展示し来館者へ公開。

○設置場所（事業実施場所） ○設置の状況＜いのちをつなぐ未来館＞






